作家で ある 場合に、 知らず 識らず 使って 居る 一 つの 言 

葉の 癖、 さう 云 ふ ものが 既に 生れつ、 あると 云 ふこと、 

これ は 文学の 畑ば かりではありません が、 ある 職業 は、 

必ず その 職業の 臭 ひ を 帯びた 言葉 使 ひ を 生む。 それが 

日本で は 甚だしい やうに 思 はれます。 ちょっとした 例 

です が、 「かう 云 ふ 風な こと」 と 普通 言 ふ 場合に 「かう 

した こと」 と 云 ふ 言 ひ 方 をす る。 これな ど は 殆ど 現在 

一般に 若い 人の 間で 使 はれて ゐ ますが、 この 言 ひ 方 は 

民衆の 間から 起った 言葉 でなくて、 文壇の 習慣が ヂ 

^ -1 ナ リズム を 通じて 一 般 化した もの だら うと 思って 

ゐ ます。 それから 「かう 云 ふ 感じの 云々」、 これな ども 



から 游 離して ゐ ると 云 ふこと であります。 場合によつ 

て は それん \ の 人の 思想が 言葉 に 依って 裏切られて ゐ 

ると 云 ふこと になる と 思 ふので あります。 例へば 現実 

の 問題 を 非常に 神秘的な 表現で、 有難く 思 はせ やうと 

すると 云 ふやうな 傾向が 生れて 来る 所以 も 其処に ある 

と 思 ふ。 これ は 現代語と 云 ふ ものの 基準が 今日まで ま 

だはつ きり 立てられて ゐな いこと、 つまり 各自の 職業 

身分 等に よ つ て 使用す る 言葉の 領域が 非常に 限定され 

てし まって ゐる。 社会の 各部 門 の 共通の 言葉と 云 ふ も 

のが 完全に 出来 あがって ゐ ない。 さう 云 ふこと がー つ 

の 原因であります。 またもう 一 つの 原因 はこの 言葉 遣 



無 選択に 使 はれて ゐる。 或る人 は 死んだ 言葉 を 使って 

ゐて、 それが 死んだ 言葉で あると 云 ふこと を 知らない 

でゐ る。 これ も 困った こと だと 思 ふので あります。 社 

会 的に 生命の ある 言葉 は 常に 民衆の 生活から 生れて 来 

る。 その生活を反映するのはヂ^ -— ナ リズムと 文学 だ 

と 思 ひま す。 現在 あ る 人の 使って ゐる 言葉 —— 無論 文 

章 を 含めて y あります が、 それに 依って、 その 人が ヂ 

^ -1 ナ リズム、 或は 現代の 文学に どの 程度に 接触 を 保 

つて ゐ るかと 云 ふこと がすぐ にわかる。 官吏 や 政治家 

など は 実に その 点、 面白い くら ゐ にわかり ます。 少く 

とも 知識層 だけにつ いてみ ますと、 かう いふ ことが 云 



へる の は、 日本 だけで はない かと 考 へます。 民衆 を 相 

手と する 職業で ある 場合に は、 その 人の 言葉 遣 ひに 依 

つ て 民衆が 動かされ るか どうかと 云 ふこと が ほ、 V 見当 

がっく。 或は 少し 言 ひ 過ぎ かも 知れ ませぬ けれども、 

現代の 政治に 魅力がない と 言 はれる、 その 原因の 一 つ 

は、 政治の 衝に 当る 者が 社会的に 生命の ある 言葉 を 使 

つて ゐる ものが ごく 少ぃ からだと 私 は 私 流の 考 から、 

さう 結論 を 下して ゐ るので あります。 そこで 前に 申 上 

げ ました やうな 三 つ の 理由から、 私 はわが 国語の 改良 

問題の 根本 は、 言葉 そのものに 手 を 着ける と 同時に、 

言葉に 対する 一 般の 観念の 向上、 これが 重要な 仕事で 



方面で 造詣の 深い 方が おいでになる でせ うが 私の 読み 

ました もの は 可な リ 要点 をう まく 伝へ て あると 思 ひま 

したので、 ちょっと それ を 御 紹介して おきたい と 思 ひ 

ま ^9 

フランス語の 統制 整理と 云 ふこと が考 へられた の は 

御 承知の 通りに 十七 世紀の ことです が、 その 運動の 先 

頭に 立った の は マレルブと 云 ふ 詩人であります。 この 

マレルブが 一 六 〇 九 年に 宮廷に 召されて、 さう して フ 

ランス 語の 改良に ついての 相談 を 王から 受ける と 云 ふ 

のが 発端であります。 この マレルブと 云 ふ 詩人 は 詩人 

としての 才能から 言へば まづ 一 一流 どころ とい ふこと に 



守られた のであります。 その 社会の 一部と は 何処かと 

云 ふと 宮廷であります。 これ は マレルブ 一人の 力で な 

く、 無論 そ こに は 王 の 意思が 強く 働 いて をった からだ 

と 思 ひます けれども、 この マレルブの 方針 は 忠実に 厳 

格に 宮廷の 中で 実行され ました。 た、 V 単語の 整理ば か 

りではありません。 色々 な 言 廻し も、 二様の 意味に 取 

れる言 廻し を 絶対に 禁じました。 かう 云 ふ 命令 は 当然 

色々 な 反対 を 外部から 受けて ゐる。 しかし マレルブ は 

この 反対に 耳を藉 さず、 飽くまで これ を 実行す る 決心 

を もって 進んだ のであります。 ところが 反対 は 次第に 

声 を ひそめて 来ました。 それ は 何故かと 申します と、 



ら これ を 学ぶ とい ふだけ では 心細い。 なんとかして、 

フランス語 自体の 優越性に よ つ て 隣国 人を惹 きつけね 

ばなら ぬ。 フランス語の 美し さに 対する 一種の 憧れ を 

も つ てこれ を 学ばう とする やうに 仕向ける 必要が ある _ 

当時の フランスの 学者 達 はかう 考 へたので す。 非常な 

達見 だと 思 ひます。 その 中の 一人で、 ヒュ ー レと云 ふ 

人 は、 「既に 我が国 語 は 他の 総ての 言葉に 比して 十分 

完成して ゐ るので あるから、 こ、 で 一種の 注意 を エロ 

キュ— シ ヨンの 上に 払ったならば、 恐らく ラテン語が 

ギリシャ 語 を 継 いだ 如く、 我が フランス 語 は ラ テ ン 語 

に 継いで 世界 標準語と なり 得る だら う」 と 云 ふこと を 



言葉 遣 ひに ついて 疑問が 起る と、 結局 ァカ デミ— の 辞 

典に 解決 を 求める とい ふこと が 現に フランス 人の 間で 

行 はれて をり ます。 ァカ デミ— の 辞典に さう あるなら、 

さう して 置かう とい ふ 程度に はなって をり ます。 や は 

りこの ァカ デミ— の 編纂 員の 一 人だった と 思 ひます が、 

ヴ ォォジ ユラと いふ 人 は、 フランス語に ついて かう い 

ふこと を 言 つて をり ます。 「言葉の 主人と いふ もの は 

唯 一 人 だ。 即ち それ は 慣例 だ」 慣例 = usage = 一 般に 

用 ひ 慣れた 言葉 を 標準に する 以外に 言葉 を 純化す る 有 

効な 手段 はない。 従って 誰かが 作り出し、 誰かが 決め 

た 言葉 を 一 投に K はせ ようとす る こと は 絶対に 無哩な 



スー 国内で 考 へて 見ても、 言葉 それ 自体の 相貌が、 そ 

れを 或る 程度 示して ゐる。 時代精神が 言葉の 上に 反映 

して 来る と 云 ふこと が 我々 に は 面白く 考 へられる ので 

あります。 たゾ 何時の 時代で も 国民の 下層階級と 云 ふ 

もの は 元来 知的な 努力 を 好まない。 従って 言葉の 純化 

統一 とい ふ 風な こと をい きなり 国民の 下層階級まで そ 

れを 徹底させる とい ふこと は 恐らく 不可能 だとい ふこ 

と を 既に 実験者と して フランス の 学者 は 告白し てゐる 

やうであります。 フ ラ ン スに 於け る - ^ の 言葉の 純化と 

云 ふ 運動 は 先程 申しました やうに 宮廷に 出入す る 人々 

を 標準と して 行 はれた。 それが 重要な ことであります。 



ランス 語の この 優越性 はたし かに 世界の 認める ところ 

となり ましたが、 しかし その 純化され たこと が 今の や 

うに 単純で 優雅で 明晰な 言葉と なった y け、 その反面 

に 於いて、 フランス語の 致命的な 弱点 を 生み はしな か 

つた かとい ふ 意外な 疑問 を 投げ かけて ゐる のが、 十八 

世紀の ある 学者であります。 それ は 十八 世紀に なって、 

隣の ドイツの 知識が フランスに はいって 来た。 さう し 

て ドイツ語との 比較が 試みられた 結果、 フランス語 は 

なるほど 非常に 単純化され、 また 優雅で 明晰で は ある。 

しかし、 どちら かとい ふと 固定した 状態、 或は 継続す 

る 状態 を 写す のに 適した 言葉 になり 過ぎて、 動く 状態 



中心が なくなりました。 その上、 例の 戦乱が 続き、 民 

衆 は 窮乏し、 科学の 発展に 伴って 色々 の 新しい 言葉が 

生れて 来る。 外国との 交渉が 盛んになる。 そんな こと 

で、 フランス語 は 一 時 また 文字通り 混乱し ました。 事 

実 上 混乱し ました けれども、 十七 世紀に はっきり 植ゑ 

つけられた、 或は その 以前から 民衆の 中に 芽 生へ てゐ 

た 言葉に 対する 関心、 言葉に 対する 一 つの 正しい 観念 

が、 この 十八 世紀の 言葉の 混乱 時代 を 通じて、 尚 ほか 

つ 自国語 を 純粋に と 無意識ながら 守りつ > けた 努力が 

見られます。 彼等 フランス 人 は、 自国語の 誇り を 傷け 

ないだ けの 素地 を 作って ゐ たのです。 事実 さう 云 ふこ 
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